
 

  

・鉛について 

鉛（なまり）は、元素記号 Pb（ラテン語の plumbum から）

で表される化学元素で、原子番号 82 番の重金属です。軟らか

く、青みがかった灰色の外観を持ち、鉛色と呼ばれることがあ

ります。高い密度、低い融点、そして柔軟性があります。 

鉛の使用の歴史としては、紀元前 6400 年頃には使用されて

いたとされ、古代ローマ時代には水道管などの用水設備、エジ

プト先王朝時代には鉛と硫黄の化合物である方鉛鉱を粉末に

して顔料に使用しており、あのクレオパトラも方鉛鉱とエメラ

ルドの粉末を塗って飾ったとされています。以前は、鉛蓄電池、

防音材、塗料、はんだなど様々なものに使用されてきましたが、

有害性が考慮され、現代では主に鉛畜電池として使用されてい

ます。 

鉛蓄電池は、自動車用等の大

きなものから照明器具用等の小

さなものまで、様々なものに使

用されています。鉛蓄電池の歴

史としては 1859 年にフランスの

ガストン・プランテにより開発

され、その当時はガラス瓶に鉛

の板と希硫酸を入れた簡単な構造でした。日本では 1895 年に

京都の島津製作所にて二代目島津源蔵 (Genzo Shimadzu)が初

めて蓄電池の試作に成功したことに始まり、その後、1920 年

頃に自動車用鉛蓄電池（GS バッテリー）が開発される等、寿

命性能の向上や容量アップなど様々な改良が重ねられていま

す。 

・鉛の有害性について 

歴史的に様々な用途で使用されてきた鉛ですが、先程も記述

したとおり、有害性が高く用途が制限されています。 

SDS（安全データシート）によると、鉛は発がんのおそれの

疑いや長 期 又 は 反 復 ば く 露 に よ り 、 造 血 系 、 腎 臓 、 中

枢 神 経 系 、 末 梢 神 経 系 、 心 血 管 系 、 免 疫 系 の 障 害 を 引

き 起 こ す 可 能 性 が あ り ま す 。 日 本 で 鉛 の 使 用 を 取 り 締

ま る き っ か け と な っ た 出 来

事 と し て 、1 8 8 7 年 に 白 粉（ お

し ろ い ）を 多 用 し て い た 歌 舞

伎 役 者 が 演 技 中 に 足 の 震 え

が 止 ま ら な く な る と い う 事

件 が 起 こ り 、原 因 を 調 べ た 結

果 、白 粉 に 含 ま れ る 鉛 に よ る

慢 性 鉛 中 毒 で あ る こ と が 判 明 し ま し た 。  

こ れ 以 降 白 粉 は 無 鉛 の も の が 主 流 と な り 、1 9 3 4 年 に

は 有害性著色料取締規則にて鉛を使用した白粉の製造が禁止

されました。 

また、労働衛生安全法でも 1972 年に鉛中毒予防規則が施行

され、鉛を使用した作業場での規則が定められており、その第

53 条に鉛の特殊健康診断についての項目があります。 

・鉛の特殊健康診断について  

（鉛中毒予防規則 第六章 健康管理 第五十三条） 

鉛の特殊健康診断では医師の問診の他に血液中の鉛の量の

検査、尿中のデルタアミノレブリン酸（δ-ALA）量の検査およ

び赤血球中のプロトポルフィリン量の検査（医師が必要と判断

した時のみ）を測定する必要があり、血中鉛に関しては、体内

に蓄積された鉛の量の指標として用いられ、δ-ALA 量および

赤血球中プロトポルフィリン量に関しては、鉛の造血機能への

影響の指標として用いられています。 

当会衛生検査所では、特殊健康診断の際に採取した尿検体よ

りδ-ALA 量を、血液検体より血中鉛量および赤血球中プ ロ ト

ポ ル フ ィ リ ン 量 を高速液体クロマトグラフ分析装置および

原子吸光分光光度計で分析しています。 

    

 

δ -ALA の 量 お よ び 血 中 鉛 の 量 の 検 体 は 年 間 4711 検 体 、

赤 血 球 中 プ ロ ト ポ ル フ ィ リ ン の 量 は 年 間 51 件 (202 2 年

度 実 績 )の 分 析 を 実 施 し て い ま す 。 ま た 、 全 国 労 働 衛 生

団 体 連 合 会 に よ っ て 開 催 さ れ て い る 精 度 管 理 事 業 に 毎

年 参 加 し 、 δ -ALA の 量 お よ び 血 中 鉛 の 量 共 に 高 評 価 を

い た だ い て い る こ と や 、分 析 の 際 に 既 知 濃 度 試 料 で あ る

コ ン ト ロ ー ル 試 料 も 併 せ て 分 析 し 、設 定 値 と 乖 離 が 無 い

と 確 認 し て い る こ と 、異 常 値 が 出 た 場 合 に は 再 測 定 を 実

施 し 、間 違 い が な い と 確 認 し て い る こ と か ら 、分 析 の 経

験 が 豊 富 で あ り 、 高 精 度 な 分 析 を 実 施 し て お り ま す 。  

 引き続き、信頼いただける結果を迅速にご報告することで、

より良い職場環境づくりのお役に立てるよう努めてまいりま

す。衛生検査に関してお気軽にご相談ください。 

一つの検体から分かる職場環境 
 第７回 鉛の特殊健康診断について 

お問い合わせ、分析のご依頼は衛生検査所まで ☎ 075－823－2591 

 

 

←衛生検査所 HP 

環境保健課 HP 

 

高速液体クロマトグラフ分析装置  原子吸光分光光度計  


